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 ６月１７日（水）藤小フェスティバルが実施されました。子どもたちは、クラスで何をするかを

話し合い、当日に向けてたくさん準備をし、当日を迎えました。１年生は参観、２年生は体育館で

魚釣りや的あてなどのゲームコーナー、３年生以上は各教室で今までの学習を生かした発表や工夫

を凝らした出し物など、みんなで協力して学年を越えて楽しめる活動を行っていました。今年度も、

学校運営協議会の委員の皆様に活動を体験していただきました。委員の皆様からは参観したクラス

にメッセージを書いていただきました。「教室を迷路にして低学年の子どもたちも遊べるような工

夫がされていてよかったです。説明もていねいでした。(4-1)」「先生も一緒に大合唱していて子ど

もたちが全員笑顔でした。(5-1)」「自分の役割を果たそうと各自が意欲的に取り組み、協力する姿

を見ることができました。（2年生）」など、温かいメッセージを寄せてくれました。学年を越えて

交流し、友だちと協力し合い、一人一が任された仕事に生き生きと取り組むことができ、それが子

どもたちの充実感と成長につながったと思います。クラスの活動に必要な物品を集める際にはご家

庭の協力があったと拝察いたします。ありがとうございました。 

今学期も本校の教育活動へのご理解とご協力に心より感謝申し上げます。２学期に子どもたちの

元気な姿と明るい笑顔に再会できることを願っています。暑い日々が続きますが、皆様、ご自愛く

ださい。 
 

○５年生田植えについて 

６月９日（火）に５年生が卸売市場近くの田んぼで田植えを行いました。当日だけでなく、田植

えの１週間前には、田んぼの管理をしてもらう「こめこめクラブ」の皆さんに体育館に来てもらい、

米作りの事前説明と田植えの模擬練習をして、子どもたちは準備万端で当日を迎えました。 

裸足で田んぼに入ると、子どもたちは「キャー」「ワー」と泥の感触に大賑わい！泥に足を取ら

れながらもしっかり稲を植えることができました。田植えだけでなく、その直前の代かき、６月下

旬のジャンボタニシの駆除など、PTA たまじゃり応援団会議担当のお声かけのもと、たくさんの

方に関わっていただきながらの米作りです。ご協力ありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

2026年 7月 1日 

7月号 

藤沢市立藤沢小学校 

校長 繁里 洋子 

学校教育目標： 思いやりのある子 心も体も大切にする子 進んで取り組む子 

― あいさつ  えがお  学び合い ― 

～ 一人ひとりが笑顔で、いきいきと自分らしく過ごせる学校づくり ～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○サッカーボールの寄贈について、辻堂出身の J リーガー見木友哉選手（アビスパ福岡所属）から

サッカーボール（４号球）を２個寄贈いただきました。今後、授業で使用していきたいと思いま

す。 

 

 

○藤小だより６月号で学校運営協議会について掲載しましたが、髙橋恭平委員のお名前が掲載さ

れておりませんでした。また、小嶋勇委員については昨年度で任期終了でした。大変申し訳ござ

いませんでした。 

 

＜７月 主な行事予定＞ 

＊変更になる場合がありますので、ご了承ください。 

日 曜  １６ 木 ５年水泳授業（着衣泳） ３時間授業 

１ 水 委員会活動 １７ 金 １学期終業式 ２時間授業 

２ 木 ２年・６年水泳授業 １８ 土  

３ 金 体育施設利用者会議 １９ 日  

４ 土  ２０ 月 海の日 

５ 日  ２１ 火  

６ 月 ミニ集会 ＳＣ ２２ 水  

７ 火  ２３ 木  

８ 水 事務作業日のため４時間授業 ２４ 金  

９ 木 
事務作業日のため４時間授業 

２・６年水泳授業 
２５ 土  

１０ 金 事務作業日のため４時間授業  ＳＣ ２６ 日  

１１ 土  ２７ 月  

１２ 日  ２８ 火  

１３ 月 ＳＣ ２９ 水  

１４ 火 ６年東京社会科見学 ３０ 木  

１５ 水 給食終了 ３１ 金  

 ９月の主な予定 

 １（火）２学期始業式  ３（木）給食開始 

 

 

夏期休業 ～８／３１（月）まで 

 

 

 



○藤沢の子どもたちのためにつながる会「みんなで学ぶ学習会」について 

 
 

 

 

○藤沢市教育文化センター 教育文化講演会について 

 
 

 

 

藤沢市教育文化センター 教育文化講演会  

探究する心を育てるために 
～身近な疑問が出発点に～ 

なぜ鳥たちは群れをつくるのでしょう。インコはなぜ、人間の言葉

をまねするのでしょう。私たちが普段、何気なく見ているスズメやツ

バメやカラスなどの身近な鳥たちも、その生活を深く知れば知るほ

ど、分からないことがいっぱい出てきます。 

さて、探究することそのものを楽しむ心は、どのように育んでいけ

ばよいのでしょう。鳥の研究の第一人者である、日本野鳥の会会長・

立教大学名誉教授の上田先生のお話から一緒に考えていきましょう。 

と き  8 月１９日（水）14:00～16:00 

（入場無料 手話通訳有） 

ところ  湘南台文化センター 市民シアター 

定 員  ６00 人 

申込方法 二次元コードもしくは電話 

申込み  7 月２４日（金）～8 月５日（水） 

申込フォーム（二次元コード）より 

電話 Tel（50）8300 

受付 平日 8:30～17:00 

［講師］ 上田 恵介 氏 

 

動物行動学・進化生態学・鳥類学を専門と

し、環境問題の研究にも取り組んでいらっし

ゃる第一人者です。野鳥を知ることを通じ

て、自然全体を知ることの大切さ、守ること

の重要さ、そして自然の生態系の仕組みなど

を広く伝えています。研究者としての豊富な

経験から語られるお話は、やわらかくわかり

やすい解説として、「NHK ラジオ子ども科

学電話相談」や、テレビ番組「ダーウィンが

来た」でもおなじみです。 

 


